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ヨ/募 所fB取りおや 10月10日

秘/行コ,コ 預 者への予定お啓言,霞申'重知
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ロ ヨ /朝 京,法 人の確定中告

に 規 刃束税害)10,01日

日 離  初 京,法 人の中"車 告    10,31日

日 離  Ⅲ ,切 5月末ネ基大0再 宍斑害つH向 中告

(43回 り打合)10月 aⅢ日

増方臣 口 人の出 ,,民 離エコ晴 ,■ 民凄の柳 ,

力t      市 町ヽのA日 て定める日

労 務 ′労■者nta報 告け 」明 分)10月 31日

労 務 ′芳嬢 査受帥 報告

●万～12月とま■)10月 31日

労 B′ 労■壊度ヨ,2■ 夕 かB441   10月 31日

(労■保廃,8狙 合雲臣の経合は,1月14日)
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檀人を保証人とする保荏郵 。すでに包率

根保証 (候蓬金額や保毒幼曜に定め才さV壌

保証)は 芸止されています本 ■人保差自傘

を懸埼とする良法改正つ検討作秦が進めら4L

ています た だし 窪 官者については 巨 章

を受tすられなくなる恐れがあることから 壇

.大 保在の混制対車力ら藤舛されてしヽまf.  .
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平
成
二
十
五
年
臣

改
正
相
続
税

相
章
枝
に
つ
い
て
は
　
ネ
ブ
ル
期

に
抱
西
が
急
聡
し
　
相
続
税
負
担
が

追
重
に
な
つ
た
こ
と
か
う
　
そ
の
貫

担
軽
濃
を
８
的
に
相
続
鋭
の
基
捨
獲

除
を
引
上
げ
　
窮
革
権
差
の
緩
和
等

を
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
　
そ
の
後
の
地
宮
下
満
に

も
か
か
わ
ら
す
　
相
歳
寵
の
基
礎
控

族
の
引
下
げ
が
行
わ
れ
な
か
つ
た
た

め
、
誤
税
対
象
者
割
合
が
か
つ
て
な

い
Ｌ
と
下
が
っ
た
こ
と
を
受
け
て

平
成
二
十
五
年
度
税
宮
改
正
で
は

「賛
産
再
配
分
候
能
の
回
復
」
を
国
る

こ
と
を
目
的
に
　
相
養
筑
法
の
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た

以
下
　
０
こ
Ａ
方
式
て
主
要
な
改

正
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
み
ま
す
。

―
　
室
薩
控
除

一Ｘの期琉闘初蛙耗蜂嚇旅いど

一，て翔輛沖馳的節腰詭淀卸時

た水準と同等とをちよヽ
，に，設

定
し
　
従
来
の
水
準
の
六
０
ヽ
に
改

定
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た

（図
衰

１
）
。こ
の
改
正
は
　
平
成
二
十
七
年

一

月

一
日
以
後
の
相
能
又
は
遺
贈
に
よ

り
取
や
す
る
財
産
に
係
る
相
続
私
に

つ
い
て
　
適
用
さ
れ
ま
す

２
　
相
寝
税
の
秘
率

こ
の望
野
畢
縫
恐
唯

一一一上峡輸境卒跡巧品』ｔ細率

的配妨町銃味わ　（六酸群かれ八段

月
一こ的娘範休ド郊販に油敗いよ．

つり明爺サ読職韮水謙弟鞠緯税に

３
　
小
規
模
宅
地
等
の
特
例

震

き
碑
頻

経

韓

欝

団

減
策
と
し
て
小
規
模
宅
地
等
の
特
例

の
適
用
箱
国
が
見
直
さ
れ
た
よ
う
で

す
が

そ
の
内
害
を
教
え
て
下
さ
い
。

弘

【

け
　
適
用
対
象
面
積
の
拡
充

特
定
感
仕
用
宅
地
等
に
採
る
特
例

の
適
用
対
象
面
積
の
上
限
を
拡
売
し

か
つ
　
特
例
の
対
象
と
し
て
選
択
す

る
宅
地
等
の
す
べ
て
が
　
特
定
事
奏

用
宅
地
等
お
よ
び
特
定
感
住
用
宅
地

等
で
あ
る
場
合
は
　
そ
れ
ぞ
れ
の
蓮

用
対
象
面
積
ま
で
適
用
可
能
と
な
り

ま
す

（国
表
３
）
。

な
お
　
貸
付
事
案
用
宅
地
等
を
選

択
す
る
特
合
の
適
用
対
穀
面
猛
の
計

算
は
　
使
来
と
お
り
で
す
。

こ
の
改
正
は
　
平
症
二
十
七
年

一

万

一
Ｂ
以
後
の
相
義
又
は
逮
題
に
よ

け
取
絆
す
る
財
産
に
係
る
相
張
臣
≡

つ
い
て
　
適
用
さ
れ
ま
す
。

０
　
一
一世
帯
住
宅
の
取
扱
い

一
棟
の
を
効
て
静
道
上
区
分
の
あ

る
も
の
に
つ
い
て
　
転
相
義
人
お
よ

び
そ
の
鍵
接
が
４
独
立
部
分
に
属
住

し
て
い
た
場
合
　
そ
の
観
族
が
相
続

ま
た
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
そ
の

壌
地
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
宅
地
等

の
う
ち
　
被
樋
続
人
お
よ
び
そ
の
親

旗
が
居
と
し
て
い
た
部
分
に
対
応
す

る
部
分
は
　
特
例
の
対
象
と
を
り
ま

す

（国
衰
４
）
．

こ
の
改
正
は
　
平
成
二
十
六
年

一

月

一
国
以
後
の
相
注
文
は
遣
題
に
≡

，
取
得
す
る
財
産
に
係
る
相
境
税
に

つ
い
て
　
湾
用
さ
れ
ま
す
。

的
　
老
人
本
―
ム
の
塩
合

を
人
ホ
ー
ム
に
大
所
し
た
こ
と
に

よ
う
　
様
相
虚
人
の
感
住
の
層
に
棋

さ
れ
な
く
な

つ
た
家
屋
の
歎
地
の
用

に
供
さ
れ
て
い
た
宅
処
等
亦
　
次
の

要
件
が
満
た
さ
れ
る
堪
合
に
限
う

相
章
開
始
の
直
前
に
お

い
て
検
相
章

人
の
居
任

の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
も

の
と
し
て
　
特
閉
亦
適
用
で
き
る
よ

クヽ
に
な
り
ま
す

【改
正
後
の
要
件
】

Ｄ
　
穫
相
様
人
に
介
産
が
必
要
な
た

め
入
所
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

０
　
そ
の
家
医
が
貸
付
け
事

の
用
進

に
供
さ
れ
て
い
な

い
こ
と

こ
の
改
正
は
　
平
成
二
十
六
年

一

月

一
日
以
後
の
相
携
又
は
進
贈
に
よ

り
取
伴
す
る
町
産
に
係
る
相
崩
税
に

つ
い
て
　
適
用
さ
れ
ま
す
。

10標 -2



４
　
相
続
時
鳩
算
課
税

ｎ、件鮒端戴論障球蛸詢鳩鋼曖

よ
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に
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正
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ま
し
た
か
。
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弥

一 世
疎
は
酌
対
就
抑
Ｗ
柳

ら
　
相
続
時
桁
焼
課
綻

め
蓮
用
家
件

ｔ

つ
い
て
　
館
与
言
お
よ
び
友
噛
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の
対
象
を
正
売
し

て

い
ま
す

国ヽ
よ

６
）こ
の
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成
〓
ｉ
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一

月

一
，
以
後

の
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与
に
よ
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取
件
す

る
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産
に
係
る
酪
与
税
に
つ
い
て

適
用
さ
れ
ま
す
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図表 2 相 練税の速毎表

母下資

ゼt=虚 ,〔にす0確 霞 = F_降顔 (方円)

■∞ 0万 円り下

0∞ 0う 円以下

5∞ 0万 円以下 20  1

1● 円以下 10  1

 ヽ7∞ 2E円 以下 1700

47∞ 0億 円Ⅲ下 2の 0

6に D以 下 4抑 0
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昌受骨京招宮〕 全々十月一岳■730市
Ptr,

〕 殴定的す‖月―■大く拘付
=t月 240市

ま☆用 400市

田妄 1 相 虚税の喜捜控族

5∞ 0万 日

ど定相に,trす るま合=事
10∞ 万円以下

30∞ 万円"下

50∞ 万円以下

1修 円以下

3に 0以 下

e tPa超
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田表 4

改正前 章工盗

二せ喜と,に つぃて 仁 を内部rEい に行==
I【 =な いⅢ道0将 ヽ` ■ 例の道月草■てあ
る 「向居Jと して醇りられどtヽ

二せ語t■ の幅道上の享“を確庄 レ =宅 内廟
r行 =真 ガヤさ■わご"こ 円わらす 「伺層J と
して孝0 う れな

lt用 被 1営付=業 ,■ のまま用の■を章

=額
賄

00L!■定=と 月■地与にま当す0こ湾草 400ホ

● 「東Ⅲ==| と は 「工J● ■i=J せ ■を=! ヨ t=t■ ,軍 t二 す,tr t iす るここう■い下コEn■ ,す モ0
せこれに電する“テAr石 首o■ ●を,ヤ せ抵0[■ う =こ = =!,こ す

図豪 S 相 続時捕第農税の適用宴件のな売

弾与ヽ 65歳 以上の2, ∞ 浅」上の■0=た ば拒宝母

自贈者

国表 5 改 正接め小規模を抱寺の特aの コ串田探

ね臨瞬いい 維 ●る串 "コ掲E4

10月 =

20蔵 」上の子rあ る推定相損大 車
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複 /11,郷 明 ま,吉 勅 消,甚 再り■面中告

(～ 日のを合) 0ヽ月3,日

な方複 /日 人い擁 甚及rt町 Ⅲ民磁ゆ菊 コ分

けヽ      市 町打の実例て定める日

労 凄 /労■嗜死口"車 暗 (7月-9月 分)10月 31日

労 務  労 ☆の年全受擦者の定規ll告

(7月～1却 生まA)10月 01ロ

労 務  労 ●環険打抑 分の納t   “ 0月01ロ

(労●保奈=務 盟合至託0卓 合は11月14日〕
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個人を保証人とする保空実的。すでに包括

模保蔑 (保護全猿や候ま閉霞1こ定め赤ない覆

慎蓮)は 華止されていますム 0人 繰謹 体

を妹幼とする長法ま正の検討作表ガおめられ

ています。たたし と を書1こついて1ま 出 責

を登けられなくなる基れぶあることおら 檀

人保疑の規歯lttか ,ほ外されています。


